
看護師等修学資金貸与制度のお知らせ 

 

 昭和病院企業団（地方公営企業法の全部の規定が適用された、地方自治法第２８４条

第１項に基づく特別地方公共団体（一部事務組合））では、昭和５８年度から現在看護師

等の養成施設に在学中であって、将来、公立昭和病院の看護職員を志望する方を対象に

修学資金を貸与する制度を実施しています。 

 その制度の概要及び申込手続等については、下記のとおりです。 

   

記 

１  貸与の資格 

（１） 助産師、看護師を養成する学校又は養成所に在学中で、平成３２年(２０２０年) 

３月に卒業見込みの者 

（２） 成績優秀にして、かつ、心身健全である者 

（３） 平成３１年(２０１９年)５月に実施予定の当企業団の看護師採用選考を受験し、

公立昭和病院において２年以上看護業務に従事する意思を持っている者 

（４） 他の病院又は都道府県から同種の修学資金を借り受けていない者 

 

 

２  貸与の金額及び期間   

 

種    別 

 

助産師・看護師 

 

大 学 短大・専門学校等 

 

貸与月額 

 

３５，０００円 ３０，０００円 

期    間  養成施設の正規の修業期間中貸与します。                   

     

 

３ 修学資金の返還免除 

    養成施設卒業後、公立昭和病院において、２年以上看護業務に従事した場合は、貸

与額全額の返還を免除します。また、１年以上(２年未満)従事した場合は、貸与額の

一定割合の免除を受けることができます。 

     

４ 修学資金の返還 

    修学資金の貸与を受けた方が、次に掲げる事項に該当した場合は、それまでに貸与

した修学資金を返還していただきます。 

（１） 養成施設を退学等のため、途中で貸与を中止されたとき。 

（２） 養成施設卒業後、ただちに公立昭和病院において看護業務に従事できなかった 

とき。 

（３） 養成施設を卒業した年に免許を取得できなかったとき。 

（４） 公立昭和病院に就職後、在職期間が２年未満で退職したとき。この場合の返還

金額は、貸与金額から減額されたものになります。    

 



 

５ 平成３１年(２０１９年度)度貸与者の募集  

（１） 貸与を希望する者は、修学資金申込書に必要事項を記入のうえ、次の書類を 

添付してお申し込み下さい。 

    ア 養成施設の発行する在学証明書 

    イ 健康診断書（養成施設で受診された方は、その写でも可） 

    ウ 住民票の写（生計を共にしている家族全員分） 

    エ 連帯保証人の住民票の写（ただし、貸与の決定した者のみ、後日提出となり 

ます。） 

（２） 連帯保証人の資格 

貸与の申し込みには、連帯保証人を２名必要とし、その主な要件は次のとおり 

です。 

    ア 一定の職業を有し、独立の生計を営んでいること。 

    イ この修学資金について、他の者の保証人となっていないこと。 

（３） 申込期限 

平成３１年(２０１９年)５月１３日（月） 

（４） 貸与者の決定（予定） 

書類審査及び面接選考により行います。 

（５） 面接日 

平成３１年(２０１９年)６月上旬（受付終了後、申込者に連絡します。） 

（６） 貸与決定の発表 

平成３１年(２０１９年)６月中旬以降（申込者に通知します。） 

（７） 貸与期日 

原則として、奇数月に２ヵ月分をまとめて貸与します。 

    （第１回目の貸与は４ヵ月分をまとめて、７月に貸与します。） 

 

６ その他 

   申込書の請求等に関する詳細については、下記へお問い合わせください。 
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